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パルティ

講座・イベント　れぽ～と
ちいきPick　Up！
相談ルームから
情報ライブラリーから（本の紹介）
令和２年度後期講座案内　
インフォメーション  
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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？
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特
集　
1
5
0
号
発
行
記
念

150号発行記念

男女共同参画のあゆみを「パルティ」100～150号でふりかえる
年

県
・
パ
ル
テ
ィ

国
・
世
界

ト
ピ
ッ
ク
ス
：
情
報
誌
記
事
や
講
座

テ
ー
マ
等
か
ら
抜
粋

発
行
号

平
成
15

(2003)

栃
木
県
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
施
行

栃
木
県
男
女
共
同
参
画
審
議

会
設
置

パ
ル
テ
ィ
内
に
不
妊
専
門
相

談
セ
ン
タ
ー
設
置

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
施
行

ス
ト
ー
カ
ー
、D
V
二
次
被
害
、均
等

待
遇
、性
同
一
性
障
害
、ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ

102←100

平
成
16

(2004)

「
と
ち
ぎ
女
性
セ
ン
タ
ー
」か
ら

「
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
」へ
名
称
変
更（
財
団

名
を「
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

財
団
」に
変
更
）

パ
ル
テ
ィ
内
に
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ビ
ジ
ネ
ス
、男
性
に
と
っ

て
の
男
女
共
同
参
画
、不
妊・不
育
症
、

女
性
専
門
外
来
、家
族
経
営
協
定

106←103

平
成
17

(2005)

開
館
10
周
年

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
基
本
計
画(

Ｈ
17
〜
20)
国
連「
北
京
＋
10
」世
界
閣
僚
級

会
合

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第

２
次
）

女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ

ラ
ン
策
定

父
子
手
帳　
　
　

 

女
性
模
擬
議
会

110←107

平
成
18

(2006)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
二
期
計
画(

Ｈ
18
〜
22
）

指
定
管
理
者（（
財
）と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
財
団
）に
よ
る
施

設
管
理
開
始

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
・
再
就
職

相
談
ス
タ
ー
ト
、父
親
の
子
育
て
応
援

講
座・男
の
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
座
ス

タ
ー
ト

114←111

平
成
19

(2007)

仕
事
と
生
活
の
調
和(

ワ
ー
ク

･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス)

憲
章
、推

進
の
た
め
の
行
動
指
針

2
0
0
7
年
問
題（
団
塊
世
代
の
退

職
）、フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ

118←115

平
成
20

(2008)

女
性
の
参
画
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定

デ
ー
ト
D
V
、女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
、

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

122←119

平
成
21

(2009)

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
基
本
計
画
改
定(

Ｈ
21
〜

23)

国
連「
北
京+

15
」世
界
閣
僚
会

合

イ
ク
メ
ン
、お
ひ
と
り
さ
ま
、キ
ャ
リ
ア

教
育
と
男
女
共
同
参
画

125←123

平
成
22

(2010)

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第

３
次
）

女
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、婚
活

128←126

＠国分寺町

開館10周年　落合恵子さん講演会

125号特集「キャリア
教育と男女共同参画」
女性の継続就労や男性
の育児・介護について、
中学校の出張セミナー
で実施した内容を掲載
した。

121号特集「ワークラ
イフバランス」
女性だけが仕事と家庭
を両立するのでなく、男
女とも仕事・子育て・介
護を担う時代に向けて、
ワークライフバランスを
特集。

104号特集「男性に
とっての男女共同参
画社会の実現とは」
H16年4月に「とちぎ男
女参画センター」へ名称
が変更になり、男性6名
の座談会を掲載。男性
のジェンダー問題解決
の重要性を確認した。

120号特集「デート
DV」
交際中のカップルにおけ
るDV「デートDV」が話
題となり特集した。

113号特集「女性の
チャレンジ支援」
少子化→労働力人口減
少から労働力として女
性が注目され、女性の再
就職や起業講座、相談
窓口を開設。同時に父親
の子育てを促す講座も
この年スタートした。

102号特集「性同一
性障害」
TVドラマ「３年B組金八
先生」で性同一性障害が
テーマとなり、2003年7
月には戸籍の性別変更
を可能にする特例法が
成立。特集では、県内当
事者の方の様々な困難
について取材した。

表紙の変遷
H8年パルティ開館と共
に、パルティが発行。

136号、誌面リニュー
アル

H8(1996) 年 7 月

H25(2013) 年 8 月

創刊号は、栃木県が発
行。

88号から、情報誌名を
「パルティ」に変更

S54(1979) 年

H12(2000) 年 3 月

pic
k u

p!

100号（2003年7月発行）

男性学講座特集イラスト中学校でのセミナー

パパ向け講座

特集イラスト
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県
・
パ
ル
テ
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国
・
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ト
ピ
ッ
ク
ス
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情
報
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記
事
や
講
座

テ
ー
マ
等
か
ら
抜
粋

発
行
号

平
成
23

(2011)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
三
期
計
画(

Ｈ
23
〜
27
）

県
出
先
機
関
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
所

東
日
本
大
震
災

避
難
所・仮
設
住
宅
で
の
配
慮
、被
災

者
支
援
、プ
チ
起
業

131←129

平
成
24

(2012)
「
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
財
団
」に
移
行

「
女
性
の
活
躍
促
進
に
よ
る
経

済
活
性
化
」行
動
計
画
策
定

産
後
う
つ・産
後
ケ
ア
、社
会
起
業
家
、

少
子
高
齢
化
時
代
の
子
育
て・働
き
方

革
命
、大
介
護
時
代
に
備
え
る

134←132

平
成
25

(2013)

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
発
行

「
日
本
再
興
戦
略
」に「
女
性
の

活
躍
推
進
」が
位
置
づ
け
ら
れ

る男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

の
防
災・復
興
の
取
組
指
針

多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）、貧
困
、

格
差
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、

H
U
G（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）、ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
1
0
5
位

136・135

平
成
26

(2014)

働
く
ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始
動

女
性
活
躍
、ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
、イ
ク
ボ

ス
、終
活
、子
連
れ
出
勤

138・137

平
成
27

(2015)

開
館
20
周
年

と
ち
ぎ
性
暴
力

被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

（
と
ち
エ
ー
ル
）開
設

関
東・東
北
豪
雨

国
連「
北
京
＋
20
」（
第
59
回
国

連
婦
人
の
地
位
委
員
会
）

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第

４
次
）
S
D
G
s
国
連
サ
ミ
ッ
ト
採
択　

ジ
ェン
ダ
ー
平
等
の
目
標
設
定

プ
チ
起
業

140・139

平
成
28

(2016)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
四
期
計
画(

Ｈ
28
〜
32)

と
ち
ぎ
元
気
発
信
プ
ラ
ン(

Ｈ

28
〜
32)「
輝
く
女
性
活
躍
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動
、と

ち
ぎ
女
性
活
躍
応
援
団
発
足

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
(

女
性
活
躍
推
進
法)

施
行

豪
雨
災
害
の
支
援
、L
G
B
T
、J
K

ビ
ジ
ネ
ス
、　

子
育
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

142・141

平
成
29

(2017)

子
ど
も
食
堂
、子
ど
も
の
貧
困

144・143

平
成
30

(2018)

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
推
進
に
関
す
る
法
律

（
候
補
者
男
女
均
等
法
）施
行

性
暴
力
被
害
者
支
援
、

＃
M
e　
T
o
o

146・145

平
成
31

／
令
和
元

(2019)

令
和
元
年
東
日
本
台
風

日
本
女
性
会
議
2
0
1
9
さ

の
中
止

働
き
方
改
革
関
連
法
施
行

リ
ケ
ジ
ョ（
理
工
系
女
子
）支
援
、

S
D
G
s
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
、炎
上
C
M
、台
風
災

害
の
支
援

148・147

令
和
２

(2020)

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
第

５
次
）予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

150・149

　情報誌「パルティ」150号発行を記念し、平成15年（100号発行年）からの約17年間のあゆみをふりかえりま
す。この間、様々な法律や条例が施行され、国と県の男女共同参画基本計画（プラン）に基づき施策が進みまし
た。本誌では時代を映すテーマを特集し、道を拓いてきた女性たちの歩みや、県民の皆さまの活動をお伝えする誌
面を作成してきました。2019年の台風被害に続き、2020年には新型コロナウイルス感染症により、厳しい状況に
直面していますが、ひとりひとりがしあわせな未来に向かって、共に歩みを進めていきましょう。

148号特集「SDGsと
ジェンダー」
SDGsの５番目の目標

「ジェンダー平等実現」
を詳しく解 説 。ジェン
ダー平等は全ての目標
達成に欠かせない鍵！

143号特集「広がる子
ども食堂」
子どもの 貧 困 対 策 か
ら県 内 に 広 が る 子 ど
も食堂の活動を紹介。 

136号特集「みんなの
幸せのために」
貧困や格差で苦しむ人
の声や寄り添う支援を
紹介。

132号特集「揺れる産
後のココロ」

「産後うつ」「産後ケア」を
紹介。パルティでも産後
ケア講座を開始。

145号特集「性暴力の
ない社会を目指して」

「♯Mee Too」運動の高
まりから性暴力被害者
支援について「とちエー
ル」を取材。

141号特集「9.10豪
雨災害の支援から」
パルティ防災ハンドブッ
クを活用して避難所を支
援する活動を取材した。

138号特集「あなた
の身近な？ダンジョ・
キョードー・サンカク」
女性活躍推進の波を受
けてウーマノミクスやイ
クボスがトレンドに。マン
ガでわかりやすく紹介。

133～135号特集「人
口減少・少子高齢時代
の男女共同参画」
労働力人口が減少する
時代に社会全体での子
育て、働き方、介護につ
いて考えた。

130号特集「災害と男
女共同参画」
3.11の県内避難所での
女性と子どもへの支援
を取材。避難所での配慮
や暴力防止について発
信した。

学習支援の様子子ども食堂

避難所での支援の様子

開館20周年 上野千鶴子さん講演会

産後ケア講座

避難所でママたちをヒアリング

特集イラスト表紙絵



4
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
れ
ぽ
〜
と
、
ち
い
き
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

キャリアデザイン講座 in宇都宮文星短期大学

キャリア・マネジメント講座（全６回）

男女共同参画地域推進員スキルアップ講座(第1回)

講座・イベントれぽ～と パルティ主催講座の報告

コ
ロ
ナ
禍
で
つ
な
が
る
マ
マ
支
援

産
後
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
佐
藤
　
直
子
さ
ん
（
宇
都
宮
市
在
住
）

　
佐
藤
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
パ
パ
マ
マ
学
級
が
中
止
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
き
、
不
安
を
抱
え
た
マ
マ
た
ち
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
（
z
o
o
m
）

で
の
お
茶
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
産
後
の
マ
マ
た
ち
は
、
ワ
ン
オ
ペ
育
児
で
、
日
中
子
ど
も
と
2
人
き
り
で

過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
孤
独
を
感
じ
た
り
、
産
後
の
身
体
と
こ
こ
ろ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン

も
閉
鎖
さ
れ
て
、
気
軽
に
話
せ
る
機
会
も
減
り
、
日
々
の
育
児
の
モ
ヤ
モ
ヤ

が
溜
ま
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
お
茶
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
自
己
紹
介
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
、
体
調
を
整

え
る
セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
い
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
を
聴
い
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
保
育
園
の
利
用
も

自
粛
と
な
り
、「
子
ど
も
を
ケ
ア
し
な
が
ら
在
宅
ワ
ー
ク
を
す
る
」
悩
み
が

シ
ェ
ア
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
「
夫
が
在
宅
ワ
ー
ク
に
な
り
、
普
段
一
人
で

や
っ
て
い
る
育
児
や
家
事
を
夫
に
も
担
っ
て
も
ら
え
、
良
い
影
響
も
あ
っ

た
」
と
い
う
話
に
共
感
し
合
う
な
ど
、
お
互
い
に
気
持
を
話
せ
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
家
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
閉
鎖
的
に
な
り
や
す
い
の
で

皆
さ
ん
と
話
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
か
ら
は
「
も
し
、

つ
ら
い
環
境
に
あ
る
な
ら
、
不

安
、
心
配
と
い
う
気
持
ち
を
自

分
自
身
が
認
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー

や
信
頼
で
き
る
友
達
や
専
門
家

に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
の
ケ
ア
と
同
様

に
、
母
親
自
身
の
ケ
ア
も
大
切

な
の
で
、
自
分
の
た
め
の
時
間

も
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

佐藤直子さんのお茶会については、ブロ
グでお問い合わせください。
https://ameblo.jp/tochigi35care/

７月

７月

７月

▲  働く先輩から仕事と子育てのリアルをきく

▲  OGの発表を熱心に聞く受講生

▲  チラシのポイントについて分かりやすく解説

　第1部ではワークライフバランスについて工藤敬子氏から講義がありまし
た。第2部では、管理栄養士の類家万里氏と㈱ハヤブサドットコムの八木澤
裕子氏から、仕事と子育てとの両立等について体験談があり、学生との交流
を深めました。（後期は白鷗大学、宇都宮大学で実施予定）

　７月３日（金）に、第１回キャリア・マネジメント講座を開催しました。本
講座ＯＧの方を講師に「働き方に係る調査」の発表や意見交換をしました。
受講生からは「女性としての働き方を深く考えなくてはと思った」「コロナ禍
で働き方も変わり、皆さんの意見を聞くことができてとても良かった」等の
感想が寄せられました。

　7月15日（水）に、鹿沼市民情報センターにて「人が集まるステキな講座・
チラシの作り方」と題して、NPO法人男女共同参画おおた理事長の坂田静香
氏の講座を開催しました。男女共同参画の知識を交えながら、ステキな講座
を作るためには企画を十分に練り、対象者が未来の自分をイメージできる講
座タイトルをつけて広報することが大切であるというお話をいただきました。



5
相
談
ル
ー
ム
か
ら

「
気
づ
き
」が
初
め
の
一
歩

　
日
々
過
ご
す
中
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
今
の
あ
な

た
は
、
良
い
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
か
。

　
人
は
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
と
、
感
じ
る

こ
と
に
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
心
の

中
、
頭
の
中
が
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

考
え
て
も
考
え
て
も
答
え
が
見
つ
か
ら
ず
、

苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
出
口
が
見
つ
か
ら

な
い
。
そ
の
状
態
が
、
永
遠
に
続
く
感
覚
に

陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
け
れ
ど
、
誰
か
に
話
を
す
る
こ
と
で
気
持

ち
が
楽
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
言
葉
を
吐
き
出
し
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
た
心
と
頭
に
、
少
し
だ
け
ゆ
と

り
が
で
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ゆ
と
り
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か

に
「
気
づ
く
」
こ
と
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
気
づ
く
」
こ
と
か
ら
意
識
が
変
わ

り
、
意
識
が
変
わ
る
こ
と
で
、
思
考
（
考
え

方
）
が
変
わ
り
ま
す
。
思
考
が
変
わ
れ
ば
行

動
も
変
わ
る
の
で
す
。
小
さ
な
「
気
づ
き
」

か
ら
で
よ
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
気
づ

く
」
こ
と
が
気
持
ち
を
楽
に
す
る
た
め
の
、

初
め
の
一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
人
で
考
え
過
ぎ
ず
、
私
た
ち
相
談
員
に

あ
な
た
の
ゆ
と
り
作
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
下
さ
い
。
た
と
え
「
気
づ
き
」
が
な
く
て

も
、
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
お
電
話
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
法
律
相
談(

面
接)

　
　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分(

予
約
制)

◆
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談(

面
接)

　
　
日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い(

予
約
制)

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　
「
働
き
た
い
気
持
ち
は
あ
る
け
ど
、
何

か
ら
始
め
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

･
･
･
」「
子
育
て
と
両
立
で
き
る
仕
事
は
あ

る
の
？
」「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
わ
か

ら
な
い
･
･
･
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く
て
仕
事

に
就
け
る
か
心
配
･
･
･
」
そ
の
よ
う
な
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
「
応
募
し
た
い
け
れ
ど
、
志
望
動

機
が
ま
と
ま
ら
な
い
･
･
･
」「
職
務
経
歴

書
っ
て
ど
ん
な
書
類
な
の
？
書
き
方
が
わ
か

ら
な
い
！
」「
面
接
の
時
、
ど
う
答
え
た
ら
良

い
の
？
」
な
ど
、
就
職
活
動
で
の
様
々
な
不

安
や
戸
惑
い
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
相
談
窓
口
で
は
、
お
仕
事
選
び
か
ら

応
募
書
類
の
作
成
、
面
接
対
策
ま
で
、
女
性

の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

「
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
？
」「
自
分

の
経
験
は
ど
ん
な
仕
事
に
活
か
せ
る
の
か
な

･
･
･
」
と
迷
っ
て
い
る
方
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
の
“
適
性
診
断
”
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
ら
し
く
働
け
る
適

職
探
し
の
一
つ
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
仕
事
の
悩
み
、
家
庭
と
の
両
立
、
ち
ょ
っ

と
聞
き
た
い
こ
と
や
聴
い
て
も
ら
い
た
い
事

な
ど
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

※
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
パ
ル

テ
ィ
）
の
就
職
相
談
は
、
雇
用
保
険
受
給
対
象

の
就
職
活
動
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
該
当
と
な
る

方
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
証
明
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

 

就
職
相
談
窓
口
で
す

◆
電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
予
約
優
先
）

　
毎
週
水
曜
日　
9
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
４

◆
予
約
専
用

　
火
曜
日
〜
土
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
３
２
３

　
※
面
接
相
談
は
電
話
で
予
約
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

女
性
の
相
談
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
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パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約23,000冊の図書があり、貸出し
ています。ホームページからも検索・予約ができ
ます。ぜひご利用ください。

情報ライブラリー所蔵の映画や、女性監督作品、話題の映画等を紹介します。

『一粒の麦　荻野吟子の生涯』にかける思い　　　　　　監督　山田火砂子からのメッセージ
　荻野吟子は女性解放運動の闘士であります。吟子は明治の男尊女卑の激しい時代、女性に医
者など許可されない時代に艱難辛苦の十数年を費やして日本で初めて国家の認めた女医第一号
になった人です。
　吟子は名主の家に生まれ、何不自由なく育ちますが、18歳で結婚し、夫より性病を移されま
す。当時は薬もなく、医者は男性ばかりだったため、肉体を見せるのが恥ずかしいと、自殺を
したり、医者にかからずに放っておく女性が多いのを知り、「私が医者になる」と立ち上がりま
す。同時に禁酒運動や廃娼運動、女性選挙権獲得運動などの女性解放運動に力を注ぎます。こ
の映画を観て、女性達が立ち上がってくれたら、日本は変わると思います。（一部抜粋）
※2020年、上映会を全国各地で開催予定。
詳しくは、「現代ぷろだくしょん」のHPをご確認ください。https://www.gendaipro.jp/ginko/

「一粒の麦　荻野吟子の生涯」　   2019　 日本

みんなとちがうきみだけど

ぼけますから、
よろしくお願いします。

父親の科学
―見直される男親の子育て

WORK DESIGN
—行動経済学でジェンダー格差を克服する

ジャクリーン・ウッドソン【作】ラファエル・ロペス【絵】都甲 幸治【訳】

信友 直子【著】

ポール・レイバーン【著】東 竜ノ介【訳】

（NTT出版）

（汐文社）

（新潮社）

（白揚社）

イリス・ボネット【著】池村 千秋【訳】大竹 文雄【解説】

　きょうしつに　はいると、そこにいる　
みんなが　きみとは　ちがっています。
　きみが　じぶんの　はなしを　はじめ
る　ひまでは。
　ちがっていることは　すばらしいこと。
　リンドグレーン記念文学賞受賞作家
ジャクリーン・ウッドソンがおくる、
絵本で伝える多文化共生のお話。

　「心配せんでもええ。あんたはあんたの
仕事をした方がええわい」―両親からの気
丈な言葉に背中を押されても、離れて暮ら
すことに良心の呵責を抱く映像作家の娘。
彼女が時に涙で撮り続けた超高齢夫婦の
老々介護の日々は、愛と絆で溢れていた。
同名映画にもなった、親の「老い」の克明
な記録、そしてそれを見守る娘の心境を綴
る。

　これまで見過ごされることの多かった男
親の役割を、心理学、脳神経科学、人類学、
動物学、遺伝学など、様々な科学的視点か
ら徹底検証。最新の研究成果が明らかにす
るお父さんの役割。
　全米育児出版賞金賞、マムズ・チョイス・
アワード金賞受賞。

　女性の社会進出は進んだが、 無意識のバ
イアスが要因となるジェンダー格差は根強
く残っている。そのバイアスの存在を科学
的に明らかにし、「行動デザイン」の手法
で具体的な解決策を提示。日本でも急ピッ
チで進められている「女性活躍推進」や「働
き方改革」にすぐに役立つ一冊。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『一粒の麦　荻野吟子の生涯』
製作：株式会社　現代ぷろだくしょん
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



7
講
座
案
内

後期講座のご案内
※8月1日より受付中。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座が中止・延期・内容変更になることがございます。

2020年度

ヶ

（満6ヶ月～未就学児）

栃木県とちぎ男女共同参画センター　
TEL：028-665-8323　FAX：028-665-8325

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

1 男女共同参画セミナー
公開講座2020

国立研究開発法人
科学技術振興機構
副理事　渡辺　美代子

9/16（水）
13：00～15：00 どなたでも 70名

（先着順） 無料 9/15（火）

2 女性への暴力を考える
講演会

武蔵大学社会学部
教授　千田　有紀

12/12（土）
13：30～15：30 どなたでも 100名

（先着順） 無料 12/11（金）

3 生涯を通じた女性の
健康を考える講座

表情筋研究家／アルゼンチン
タンゴダンサー兼講師
間々田　佳子

2/6（土）
13:30～15:30 どなたでも 100名

（先着順） 無料 2/5（金） 持ち物
手鏡

4 男性のワーク・ライフ
・バランス講座

①自立塾代表　市川　潤子
②NPO法人ファザーリ
ング・ジャパン代表理事　
安藤　哲也

①10/10（土）
②11/28（土）

13:00～15:00
どなたでも

①30名
②50名

（先着順）
無料 ①10/ 9（金）

②11/27（金）

5
女性のための
インターネットを活用
したプチ起業講座

ento（株）
代表取締役
馬場　早苗

11/7（土）
13:00～15:00

起業に興味が
ある女性

30名
（先着順） 無料 11/6（金）

6 男女共同参画セミナー
県民講座

元高校教諭・主夫
宮本　延春

1/23（土）
13:30～15:00 どなたでも 100名

（先着順） 無料 1/22（金）

7
助産師による相談会
お申込みは不妊相談センターまで
028-665-8099

不妊専門相談センター
相談員

①　9/27（日）
②12/17（木）
③　2/20（土）

13:30～15:30

不妊に関連した
悩みをもつ方
及びご家族

各回
10名程度 無料 各回前日

詳細は
講座案内

又はHPにて

（公財)とちぎ男女共同参画財団
TEL：028-665-7706　FAX：028-665-7722

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

8 女性のための
こころのケア講座

認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウス
とちぎ　カウンセラー
藤平　裕子

8/27（木）～
1/28（木）

10:00～12:00
女性 各回

15名
各回

500円
各回
前日

9
パルティキャリア塾Ⅰ
イライラを笑顔に変える
アンガ―マネジメント講座

Omage－オマージュ－ 
代表　冨沢　三輪子

12/12（土）
10:00～15:00 女性 20名 2,000円 11/17（火）

10
パルティキャリア塾Ⅱ
仕事に生かす！
アドラー心理学講座

アドラー心理学
勇気づけトレーナー
北村　優子

1/16（土）
10:00～15:00 女性 20名 2,000円 12/10（木）

11 防災ママカフェ
（一社）スマートサプライビ
ジョン　特別講師　
かもん　まゆ

11/21（土）
10:00～12:00 どなたでも 30名

200円
（ママのための
防災ブック代）

11/7（土） 保育締切日
10/31（土）

12
ポジティブ・
ディシプリン講座
～がんばりすぎない前向きな子育て

（一社）ママリングス代表　
落合　香代子

10/21（水）
10/28（水）

10:00～12:00

小学校低学年
くらいまでの
父母、祖父母、
子育て支援者

20名 1,000円 9/23（水）

13 アサーティブ・
トレーニング講座

NPO法人TEENSPOST代表
八卷　香織

1/8（金）
10:00～15:00

どなたでも
（家族・親しい方同士

での参加は不可）
20名 2,000円 12/8（火） 別途教材費

1,650円

14
男の料理教室
～簡単、美味しい、お家ごはん♪

（全3日）
料理研究家  矢口　英子
他2名

10/24（土）～
12/12（土）

10:00～14:00
男性 10名 1,500円 9/23（水）

別途教材費
1,500円

※全3回分

15 エクセル
ステップアップ（中級） パソコンインストラクター

11/28（土）
12/5（土）

10:00～15:00

基礎編修了者、
またはエクセルの
基本を理解して

いる方
10名 5,000円 11/4（水） 別途教材費

1,100円

16 エクセル活用術
（上級） パソコンインストラクター

1/30（土）
2/6（土）

10:00～15:00

エクセルステップ
アップの内容を
理解している方

10名 5,000円 1/6（水） 別途教材費
2,200円

NO.1～NO.6
お申込み・お問い合わせは→　

NO.8～NO.16
お申込み・お問い合わせは→　

電話、FAX、ホームページ、直接のご来館でも受け付けております。
上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している

「講座案内（A３サイズ）」や各講座チラシでご確認ください（ホームページでもご覧になれます）。
 前期開催予定で後期に延期した講座も申込受付中です。詳しくはHPをご覧下さい。

パルティ 検 索

http://www.parti.jp/  
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開 館 時 間／9：00～21：00（日曜日は17：00まで）
休 　 館 　 日／毎週月曜日
 国民の祝日に関する法律に定められた休日
 12月29日～1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください。（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00～17：00
 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください
編 集 ・ 発 行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします。
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

今年はオンラインで開催！
フェスタ in パルティ2020
☆オンラインでのワークショップ・展示
11月19日（木）～22日（日）

「Minerva（ミネルバ）〜かがやく女性エンジニア〜」が発行されました。

新型コロナウイルス感染症対策について

内閣府男女共同参画局「DV相談＋
プラス

」
について

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年のフェス
タはオンラインで開催します。
　「つながろう　笑顔で、つなげよう　未来へ。」をテー
マに、団体によるワークショップ（WEB会議システムを
用いたライブ配信や事前録画によるビデオ配信等）と展示
（PDF掲載）を予定しています。
　10月上旬よりパルティホームペー
ジにフェスタサイトをオープンします
ので、ぜひご覧ください！
（ワークショップによっては事前申し
込みが必要な場合もあります）
詳しくはこちらまで→　http://www.parti.jp/

　女子中学生の理工系進路への興味関心を高めるため、小冊子「Minerva（ミネ
ルバ）」(A５版、62ページ)が小山高専地域連携協力会（事務局・同校）より発行
されました。小冊子では、様々な理工系の職に就いている女性エンジニアの仕事
内容や、理工系分野に関心を持ったきっかけなどを紹介しています。
　「理工系の分野の仕事に興味がある」という学生だけでなく、進路選択や将来
の仕事を考えている学生にとっても、何かヒントが見つかる冊子です。

お問い合わせ　小山高専地域連携協力会（事務局　小山工業高等専門学校）
　　　　　　　0285-20-2861
◇パルティ情報ライブラリーにてご覧になれます

　講座の開催に当たっては、新型コロナウイルス感染症に対する適切な感染防止対策（対人距離の確保、グループワー
クの中止、マスクの着用、手指の消毒、室内の換気等）を実施いたします。つきましては、講座に参加する皆様にも以
下の点について、御理解と御協力をお願いいたします。
・講座に出席する際には、検温、マスクの着用、手指の消毒をお願いいたします。
・発熱や倦怠感、咳・咽頭痛などの症状がある方は、講座の参加をお控えください。

　新型コロナウイルス感染症に伴う生活不安・ストレス
などから、DVの増加・深刻化が懸念されています。 最
寄りの配偶者暴力支援センターにつながるDV相談ナビ
（0570-0-5

こ こ に で ん わ

5210）に加えて、4月20日より新たなDV相
談事業を開始しました。

電話（24時間受付）0120-2
つ な ぐ

79-8
は や く

89
メール（24時間受付）・チャット（12：00〜22：00受付）は
下記をご参照ください。
https://soudanplus.jp/

冊子のタイトル
「 ミ ネ ル バ 」
は、ローマ神話
の技術・工芸の
女神のこと。生
き生きと自分ら
しく仕事に向き
合う女性エンジ
ニアの先輩のリ
アルな声が紹介
されています。


